
令和 5年 7月の問題-No.2

問題
出題図を図 1に示す。

図 1 出題図
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解答
問題文のとおりに考えると、甲の長さを xとすれば、甲乙の積 x(12− x)が最大になる xを求め
ることになるが、0 < x < 右斜 = 5の範囲で最大値は取らない (x→ 5で甲乙の積は大きくなる)

ので、原題を確認したところ、台形の面積が最大になる甲乙の長さを求めることになっているよう
であった。そのため、原題の問題を解く。
甲の長さを xとすると、台形の左側の下底 =

√
152 − (12− x)2、右側の上底 =

√
52 − x2 であ

るので、台形の面積 S と、その xに関する微分 S′ は以下のとおりとなる。

S =

√
52 − x2 +

√
152 − (12− x)2

2
12 (1)

S′ = 6

(
−x√

52 − x2
+

12− x√
152 − (12− x)2

)
(2)

xの範囲は 0 < x < 5である。面積が最大の時、S′ = 0となるので、(2)式を用いて S′ = 0を x

について解くと、x = 3を得る。よって、甲の長さ 3寸、乙の長さ = 12− 3 = 9寸となる。
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